法隆寺金堂壁画の作画技法に関する研究 : 第二号壁画・第五号壁画「半跏形菩薩像」の転写技法について [要旨] by 宋 知恩
    
 
 
氏名 宋 知恩 




学位論文等題目 〈論文〉 法隆寺金堂壁画の作画技法に関する研究 
− 第二号壁画・第五号壁画「半跏形菩薩像」の転写技法について −






   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 荒井 経 
（論文第１副査） 東京藝術大学 客員教授 （美術学部） 有賀 祥隆 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 宮廻 正明 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 籔内 佐斗司 
（副査） 東京藝術大学 非常勤講師  國司 華子 

























































































































    
 
相違する箇所を洗い出してその法則性を見出している。そして、下図の画像を壁面に転写する方法として点
刻法を想定し、壁面を模した原寸大のパネルに実践した。点刻法とは、下図の紙に描かれた線描の上に適度
な間隔で穴をあけ、穴に木炭などを擦りこんで図像を転写する方法である。この下図の両面を使って、左右
対称の画像を転写したというのが宋知恩さんの想定した技法である。点線で転写された図像は墨線で結ばれ
ていくわけであるが、点と点の間には不確定要素があるために像の揺らぎを生じる。これが、第二号壁画と
第五号壁画のずれの原因であるというのが宋知恩さんの仮説である。 
仏教絵画の重要な役割は、教義を具現化している図像を正しく伝えることである。したがって、下図の図
像は正しく画面に転写されることが前提となるわけであるが、同じ下図から正確に反転された図像は、シン
メトリーの構図による緊張感や崇高さと同時に硬直した印象をもたらしてしまう。法隆寺の金堂壁画の有す
る芸術性は、崇高なシンメトリーの構図を取りながらも有機的なずれを許容したところに生み出されている
という宋知恩さんの結論は、飽くまでも点刻法という仮説を通したものではあるが、優れた古代絵画の魅力
に迫る芸術家ならではの研究として高く評価できるものである。 
